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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導光板と、前記導光板に光を入射させる複数の光源とを有する照明装置と、
　前記照明装置の一方の面側に配置された第１の表示パネルと、
　前記照明装置の他方の面側に配置された第２の表示パネルと、
　前記複数の光源を点灯させる第１のモードと、前記複数の光源から選択された前記第１
のモードよりも少ない数の光源を点灯させる第２のモードとで前記光源を点灯制御すると
ともに、前記第２のモードにおける前記光源に対する通電電流量を、前記第１のモードに
おける前記複数の光源の各々に対する通電電流量よりも多くする制御部と、を備えること
を特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　前記照明装置は、前記第２のモードにおいて、前記第１のモードより狭い面積を照明す
ることを特徴とする請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項３】
　前記照明装置は、前記第２のモードにおいて、前記第１のモードより輝度が低いことを
特徴とする請求項１又は２に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記複数の光源は前記導光板の一辺に沿って配置されており、
　前記制御部は、前記第１のモードにおいて、前記複数の光源を全て点灯させ、前記第２
のモードにおいて、前記一辺に沿って配置された複数の光源から選択された前記第１のモ
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ードよりも少ない数の光源を点灯させることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項
に記載の電気光学装置。
【請求項５】
　前記複数の光源は前記導光板の一辺に沿って複数配置された光源と、
　前記一辺と対向する辺に少なくとも一つ配置された光源とを有し、
　前記制御部は、前記第１のモードにおいて、前記一辺に沿って配置された複数の光源を
全て点灯させ、前記第２のモードにおいて、前記一辺に沿って配置された複数の光源から
選択された前記第１のモードよりも少ない数の光源を点灯させることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか一項に記載の電気光学装置。
【請求項６】
　前記第２の表示パネルの表示面積は前記第１の表示パネルの表示面積より小さいことを
特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の電気光学装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記第１の表示パネルを照明するときに前記第１のモードで点灯制御を
行い、前記第２の表示パネルを照明するときに前記第２のモードで点灯制御を行うことを
特徴とする請求項６に記載の電気光学装置。
【請求項８】
　前記照明装置と前記第２の表示パネルとの間に配置され、前記照明装置から出射した光
の一部を前記第１の表示パネル側へ反射するとともに残りを前記第２の表示パネル側に透
過する半透過反射シートを備えることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載
の電気光学装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記第１及び第２の各モードにおける前記照明装置の輝度と、前記各モ
ードにおいて前記照明装置により照明される表示パネルのパネル透過率とに基づいて、前
記各モードにおける通電電流量を決定することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一
項に記載の電気光学装置。
【請求項１０】
　導光板と、前記導光板に光を入射させる複数の光源と、前記複数の光源を点灯させる第
１のモードと、前記複数の光源から選択された前記第１のモードよりも少ない数の光源を
点灯させる第２のモードとで前記光源を点灯制御するとともに、前記第２のモードにおけ
る前記光源に対する通電電流量を、前記第１のモードにおける前記複数の光源の各々に対
する通電電流量よりも多くする制御部と、を備えることを特徴とする電気光学装置用の照
明装置。
【請求項１１】
　前記照明装置は、前記第２のモードにおいて、前記第１のモードより狭い面積を照明す
ることを特徴とする請求項１０に記載の電気光学装置用の照明装置。
【請求項１２】
　前記照明装置は、前記第２のモードにおいて、前記第１のモードより輝度が低いことを
特徴とする請求項１０又は１１に記載の電気光学装置用の照明装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至９のいずれか一項に記載の電気光学装置を表示部に備え、前記第１の表示
パネルが一方の面に設けられ、前記第２の表示パネルが他方の面に設けられていることを
特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明装置に関し、特に液晶装置などのバックライトユニットとして好適な面発
光型の照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　液晶装置においては、透過表示を行うために液晶パネルの背面側にバックライトユニッ
トが設けられる。一般的には、バックライトユニットは、光源と、光源からの光を平面状
の光として液晶パネルの背面に照射する導光板と、導光板から出射した光を拡散するシー
トとを備えて構成される。光源から導光板に入射した光は、導光板の出光面と反射面との
間で反射を繰り返した後、出光面から外部へ出光する。
【０００３】
　最近では、いわゆる両面表示型の携帯電話などが普及している。折り畳み式の携帯電話
では、一般的に、操作ボタンなどが設けられた本体部に対して蝶番式に折り畳み可能に表
示部（構造上、ふた側に相当する）が取り付けられており、表示部の内側（操作ボタンと
対向する側）に大型の表示パネルが設けられ、表示部の外側（背面側）に小型の表示パネ
ルが設けられている。即ち、大型の表示パネルと小型の表示パネルが背中合わせに設けら
れている。このような液晶表示装置の一例が例えば特許文献１に記載されている。
【０００４】
　上記の特許文献１に記載の液晶表示装置は、大型と小型の２つの液晶表示パネルに対し
て、それぞれ１つのバックライトユニットが設けられているが、２つの液晶表示パネルを
背中合わせに配置し、その間に１つのバックライトユニットを設けた両面表示型の携帯電
話なども提案されている。即ち、１つのバックライトユニットの一方の発光面を大型の液
晶表示パネルの照明に使用し、他方の発光面を小型の液晶表示パネルの照明に使用するこ
とにより消費電力の低減、装置自体の薄型化、低コスト化などが図られている。
【０００５】
　そのような両面表示型の携帯電話などにおいては、２つの表示パネルを同時に点灯させ
る必要はあまりなく、通常はどちらか一方が点灯している間は他方は消灯している場合が
多い。例えば上記の携帯電話の例では、本体部の操作ボタンが露出するように表示部を開
いている状態では表示部の内側の大型表示パネルを点灯させればよく、表示部を閉じた状
態では外側の小型表示パネルを点灯させればよい。しかし、一般的には、２枚の表示パネ
ルで兼用している１つのバックライトユニットは、どちらのパネルを点灯させる場合でも
、その全体で発光していた。
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－１２１６５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、両面表示型の携帯電話などの電子機器
に搭載され、必要な部分のみを発光させることにより省電力化が可能な照明装置を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の電気光学装置は、導光板と、前記導光板に光を入射させる複数の光源とを有す
る照明装置と、前記照明装置の一方の面側に配置された第１の表示パネルと、前記照明装
置の他方の面側に配置された第２の表示パネルと、前記複数の光源を点灯させる第１のモ
ードと、前記複数の光源から選択された前記第１のモードよりも少ない数の光源を点灯さ
せる第２のモードとで前記光源を点灯制御するとともに、前記第２のモードにおける前記
光源に対する通電電流量を、前記第１のモードにおける前記複数の光源の各々に対する通
電電流量よりも多くする制御部と、を備える。
【０００９】
　上記の電気光学装置は、導光板と、前記導光板に光を入射させる複数の光源とを有する
照明装置を備える。複数の光源は、そのうちの少なくとも１つが他の光源と独立に点灯制
御可能に構成されている。照明装置は、第１の表示パネルと第２の表示パネルの間に配置
される。よって、照明装置により第１及び第２の表示パネルを照明する場合や、異なる態
様で照明を行う場合に、複数の光源の一部を他の光源と独立して点灯／消灯させることが
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できるので、不要な点灯を防止することができ、消費電力を低減することができる。こう
して、１つの照明装置により２つの表示パネルを照明することができ、電気光学装置の低
コスト化、薄型化などが可能となる。
【００１０】
　上記の電気光学装置の一態様では、前記照明装置は、前記複数の光源を点灯させる第１
のモードと、前記複数の光源から選択された前記第１のモードよりも少ない数の光源を点
灯させる第２のモードとで前記光源を点灯制御する制御部を備える。この態様では、第１
のモードでは全ての光源を点灯させて広い領域を照明する、又は、より明るい照明を行い
、第２のモードでは一部の光源のみを点灯させて狭い領域を照明する、又は明るさを抑え
た照明を行うことができる。これにより、光源を不必要に点灯させることがなくなり、消
費電力を低減することができる。
【００１１】
　上記の電気光学装置の他の一態様では、前記照明装置は、第１のモードと、第１のモー
ドより狭い面積を照明する第２のモードと、を有し、前記第２のモードでは複数の光源か
ら選択された前記第１のモードよりも少ない数の光源を点灯させて照明箇所を選択的に照
明する。この態様では、第２のモードにおいて、第１のモードより狭い領域を積極的に照
明することができる。
【００１２】
　上記の電気光学装置の他の一態様では、前記照明装置は、第１のモードと、第１のモー
ドより輝度が低い第２のモードと、を有し、第２のモードでは複数の光源から選択された
前記第１のモードよりも少ない数の光源を点灯させる。この態様では、第１のモードより
輝度が低い第２のモードにおいては、複数の光源のうち選択された光源により照明を行う
ことにより、消費電力を低減することができる。
【００１３】
　上記の電気光学装置の好適な例では、前記複数の光源は前記導光板の一辺に沿って配置
されており、前記制御部は、前記第１のモードにおいて、前記複数の光源を全て点灯させ
、前記第２のモードにおいて、前記一辺に沿って配置された複数の光源から選択された前
記第１のモードよりも少ない数の光源を点灯させることができる。この態様では、第２の
モードにおいて補助光源を点灯させることにより明るさを補うことが可能となる。
【００１４】
　また、他の好適な例では、前記複数の光源は前記導光板の一辺に沿って複数配置された
光源と、前記一辺と対向する辺に少なくとも一つ配置された光源とを有し、前記制御部は
、前記第１のモードにおいて、前記一辺に沿って配置された複数の光源を全て点灯させ、
前記第２のモードにおいて、前記一辺に沿って配置された複数の光源から選択された前記
第１のモードよりも少ない数の光源を点灯させる。
【００１５】
　上記の電気光学装置の一態様では、前記第２の表示パネルの表示面積は前記第１の表示
パネルの表示面積より小さい。この態様では、２つの表示パネルの表示面積が異なるので
、いずれの表示パネルを照明するかに応じて複数の光源の一部又は全部を点灯制御するこ
とにより、光源を不必要に点灯させることを防止し、低消費電力化を図る。例えば好適な
実施例では、前記制御部は、前記第１の表示パネルを照明するときに前記第１のモードで
点灯制御を行い、前記第２の表示パネルを照明するときに前記第２のモードで点灯制御を
行うことができる。
【００１６】
　上記の電気光学装置の他の一態様は、前記照明装置と前記第２の表示パネルとの間に配
置され、前記照明装置から出射した光の一部を前記第１の表示パネル側へ反射するととも
に残りを前記第２の表示パネル側に透過する半透過反射シートを備える。この態様では、
半透過反射シートにより、照明装置から第２の表示パネル側に出射した光を第１の表示パ
ネル側に反射して第１の表示パネルの照明に使用することができる。よって、同一の照明
装置を用いて、第１の表示パネルをより明るく照明することが可能となる。特に、２つの
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表示パネルのうち、第１の表示パネルがメインの表示パネルであり、第２の表示パネルが
補助的な表示パネルであるような場合に有効である。
【００１７】
　上記の電気光学装置の他の一態様では、前記制御部は、前記第２のモードにおける前記
光源に対する通電電流量を、前記第１のモードにおける前記複数の光源の各々に対する通
電電流量と異ならせる。これにより、当該照明装置を用いて表示を行う表示パネルの第１
及び第２の各モードにおける輝度を適切に制御することができる。より具体的には、前記
制御部は、前記第２のモードにおける通電電流量を、前記第１のモードにおける通電電流
量より大きくすることにより、一部の光源のみを点灯させる第２のモードにおける表示パ
ネルの輝度を、要求されるレベルまで増加させることができる。また、具体的な手法とし
ては、前記制御部は、前記第１及び第２の各モードにおける前記照明装置の輝度と、前記
各モードにおいて前記照明装置により照明される表示パネルのパネル透過率とに基づいて
、前記各モードにおける通電電流量を決定する。
【００１８】
　本発明の他の観点では、電気光学装置用の照明装置は、導光板と、前記導光板に光を入
射させる複数の光源と、前記複数の光源を点灯させる第１のモードと、前記複数の光源か
ら選択された前記第１のモードよりも少ない数の光源を点灯させる第２のモードとで前記
光源を点灯制御するとともに、前記第２のモードにおける前記光源に対する通電電流量を
、前記第１のモードにおける前記複数の光源の各々に対する通電電流量よりも多くする制
御部と、を備える。

【００１９】
　上記の照明装置は、例えば液晶装置のバックライトユニットなどとして好適に使用する
ことができ、導光板と、前記導光板に光を入射させる複数の光源とを備える。この照明装
置は、前記複数の光源を全て点灯させる第１のモードと、前記少なくとも１つの光源のみ
を点灯させる第２のモードとで前記光源を点灯制御する制御部を備える。よって、第１の
モードでは全ての光源を点灯させて広い領域を照明する、又は、より明るい照明を行い、
第２のモードでは一部の光源のみを点灯させて狭い領域を照明する、又は明るさを抑えた
照明を行うことができる。これにより、光源を不必要に点灯させることがなくなり、消費
電力を低減することができる。
【００２０】
　上記の照明装置の一態様は、第１のモードと、第１のモードより狭い面積を照明する第
２のモードと、を有し、前記第２のモードでは複数の光源から選択された前記第１のモー
ドよりも少ない数の光源を点灯させて照明箇所を選択的に照明する。この態様では、第２
のモードにおいて、第１のモードより狭い領域を積極的に照明することができる。
【００２１】
　上記の照明装置の他の一態様は、前記照明装置は、第１のモードと、第１のモードより
輝度が低い第２のモードと、を有し、第２のモードでは複数の光源から選択された前記第
１のモードよりも少ない数の光源を点灯させる。この態様では、第１のモードより輝度が
低い第２のモードにおいては、複数の光源のうち選択された光源により照明を行うことに
より、消費電力を低減することができる。
【００２２】
　本発明のさらに他の観点では、電子機器は、上記の電気光学装置を表示部に備え、前記
第１の表示パネルが一方の面に設けられ、前記第２の表示パネルが他方の面に設けられて
いる。複数の光源は、そのうちの少なくとも１つが他の光源と独立に点灯制御可能に構成
されており、照明装置は第１の表示パネルと第２の表示パネルの間に配置される。よって
、当該照明装置により第１及び第２の表示パネルを照明する場合や、異なる態様で照明を
行う場合に、複数の光源の一部を他の光源と独立して点灯／消灯させることができるので
、不要な点灯を防止することができ、消費電力を低減することができる。こうして、１つ
の照明装置により２つの表示パネルを照明することができ、電気光学装置を備える電子機
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器の低コスト化、薄型化などが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態について説明する。
【００２４】
　［第１実施形態］
　図１は本発明に係る照明装置を適用した表示装置１００の概略構成を示す側面図である
。なお、図１では説明の便宜上、各構成要素を間隔を開けて図示しているが、実際にはそ
れらは図中の上下方向に重ねられた状態で表示装置１００を構成している。
【００２５】
　表示装置１００はいわゆる両面表示型のパネルであり、光源部１５と導光板１０により
構成される１つの照明装置１の上下に液晶パネル２０及び３０を配置してなる。光源部１
５は、点光源である複数のＬＥＤ１６を備える。各ＬＥＤ１６から出射された光Ｌ１は図
示のように導光板１０内へ入り、導光板１０の上下面で反射を繰り返すことにより方向を
変え、導光板１０の上下面から照明光Ｌ２及びＬ３として外部へ出射する。
【００２６】
　液晶パネル２０は、両面表示型携帯電話のメイン表示パネルに対応し、導光板１０の発
光面積とほぼ同一の表示面積を有する。液晶パネル２０は、ガラスなどの一対の透明基板
２１及び２２をシール材２３を介して貼り合わせてセル構造を形成し、その内部に液晶２
４を封入して構成される。なお、本発明では、液晶パネルの構造には特に限定はない。
【００２７】
　照明装置１と液晶パネル２０との間には、拡散シート１１及びプリズムシート１２が設
けられる。拡散シート１１は導光板１０から出射した光Ｌ２を拡散させて照明装置１の発
光面内の明るさを均一化するなどの役割を有する。プリズムシート１２は、拡散シート１
１を通過した光Ｌ２を液晶パネル２０の背面（基板２１の背面）に集光する役割を有し、
断面が略三角形のプリズム形状を一辺の方向（当該断面と垂直な辺の方向）に延在させた
形状を有する。これにより、導光板１０から出射した光Ｌ２は拡散シート１１及びプリズ
ムシート１２を経て液晶パネル２０を照明する。
【００２８】
　なお、図１の例では１つのプリズムシート１２を使用しているが、２つのプリズムシー
トを重ねて配置することもできる。その場合には、それぞれのプリズムシートのプリズム
形状が延在する辺を直交させるように配置する。これにより、導光板１０から出射した光
の集光効率を向上させることができる。
【００２９】
　一方、液晶パネル３０は液晶パネル２０よりも小型であり、液晶パネル２０よりも表示
面積が小さいパネルである。液晶パネル３０は、上述の両面表示型携帯電話のサブ表示パ
ネル（メイン表示パネルの背面に設けられた小型の表示パネル）に相当する。液晶パネル
３０もガラスなどの一対の基板３１及び３２をシール材３３を介して貼り合わせ、その内
部に液晶３４を封入して構成される。なお、本発明では液晶パネル３０の構成は特定のも
のに限定されない。
【００３０】
　そして、液晶パネル３０と導光板１０との間にも、拡散シート１３及びプリズムシート
１４が設けられる。拡散シート１３は導光板１０から出射した光を拡散させ、プリズムシ
ート１４はその光を集光して液晶パネル３０の背面に導く。これにより液晶パネル３０の
表示領域が照明される。なお、液晶パネル３０側にも、液晶パネル２０側と同様に２枚の
プリズムシートを設けることもできる。
【００３１】
　図２に、照明装置１の平面図を示す。図示のように、光源部１５内には４個のＬＥＤ１
６ａ～１６ｄが光源部１５の長さ方向に略等間隔に設けられており、導光板１０の方向に
光を出射する。図２において、メイン側の液晶パネル２０の表示領域２５は導光板１０の
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発光領域とほぼ同一である。一方、破線で示すサブ側の液晶パネル３０の表示領域３５は
導光板１０の発光領域より小さく、その略中央に位置する。よって、サブの表示パネル３
０で表示を行うためには、４個のＬＥＤ１６ａ～１６ｄの全てを点灯しなくても、サブの
表示パネル３０の表示領域３５内をある程度照明することができる。
【００３２】
　そこで、本発明では、メイン側の液晶表示パネル２０とサブ側の液晶表示パネル３０の
いずれで表示するモードであるかに応じて、点灯させるＬＥＤ１６を切替制御している。
具体的には、メイン側の液晶表示パネル２０の表示を行う場合には４個のＬＥＤ１６ａ～
１６ｄの全てを点灯させる。一方、サブ側の液晶表示パネル３０の表示を行う場合には図
２に示すように中央よりの２つのＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃのみを点灯する。つまり、サブ
側の液晶表示パネル３０の使用時にはＬＥＤ１６ａ及び１６ｄは消灯したままとすること
ができる。この場合、４個のＬＥＤ１６ａ～１６ｄを点灯した場合と比較してサブ側の液
晶表示パネル３０の明るさは多少減少することとなるが、その分の消費電力を節約するこ
とができる。
【００３３】
　図３に、上述の４個のＬＥＤ１６ａ～１６ｄの切替制御回路例を示す。図２に示す４個
のＬＥＤ１６ａ～１６ｄのうち、ＬＥＤ１６ｂと１６ｃを直列接続し、ＬＥＤ１６ａと１
６ｄを直接接続し、それらを並列接続して電源Ｖccとグランド（GND）とに接続する。そ
の並列回路と電源Ｖccの間にスイッチＳＷ１を設け、さらにスイッチＳＷ１とＬＥＤ１６
ａとの間にスイッチＳＷ２を設ける。スイッチＳＷ１及びＳＷ２のオン／オフの切替は制
御５からの制御信号Ｓｃ１及びＳｃ２により行われる。なお、制御信号Ｓｃｖについては
後述する他の実施例において説明する。
【００３４】
　制御部５は外部から切替信号を受け取り、それに応じて制御信号Ｓｃ１及びＳｃ２を出
力する。切替信号がメイン側の液晶パネル２０を点灯させるモード（以下「メイン表示モ
ード」と呼ぶ。）を示す場合、制御部５はスイッチＳＷ１及びＳＷ２をともにオンするよ
うに制御信号Ｓｃ１及びＳｃ２を出力する。これにより、４個全てのＬＥＤ１６ａ～１６
ｄに電流が供給され、発光する。よって、図２に示す液晶パネル２０の表示領域２５全体
が照明される。
【００３５】
　一方、切替信号がサブ側の液晶パネル３０を点灯させるモード（以下、「サブ表示モー
ド」と呼ぶ。）を示す場合、制御部５はスイッチＳＷ１をオンし、かつ、スイッチＳＷ２
をオフするように制御信号Ｓｃ１及びＳｃ２を出力する。これにより、図２に示すように
、ＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃのみに電流が供給され、発光する。よって、サブ側の液晶パネ
ル３０の表示領域３５はＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃからの光Ｌｂ及びＬｃによってのみ照明
される。こうして、サブ側の液晶パネル３０を効率的に照明することが可能となる。
【００３６】
　なお、メイン表示モードと、サブ表示モードのいずれかを指定する切替信号は、本実施
形態の表示装置を搭載した携帯電話などの電子機器の設計に応じて発生される。一般的に
は、前述の折り畳み式携帯電話の場合、表示部を開いてメイン側の液晶パネルを露出させ
た状態ではメイン側の液晶パネル２０のみを照明し、表示部を閉じた状態ではサブ側の液
晶パネル３０のみを照明する。この切替信号は、携帯電話の本体部と表示部とをつなぐヒ
ンジなどに設けられた開閉検出機構などにより生成することができる。また、本体部と表
示部の開閉状態に応じてメイン表示モードとサブ表示モードを切り替える他に、例えばユ
ーザによる特定のボタンの操作に応じて表示モードを切り替えたり、メイン側又はサブ側
の液晶パネルの照明開始から所定時間経過後に自動的に照明装置をオフとする場合もある
。これらの場合は、ユーザによる携帯電話の操作ボタンの操作や、経過時間に基づいて携
帯電話内の制御部などが切替信号を出力することになる。なお、本発明では、表示モード
の切替信号の生成方法は上記の例に限定されることはなく、種々の条件に従ってメイン表
示モードとサブ表示モードを切り替える場合に適用が可能である。
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【００３７】
　以上説明したよう、第１実施形態では、メイン表示モードの際には４個全てのＬＥＤ１
を点灯させ、サブ表示モード際には２つのＬＥＤのみを点灯させることとしたので、消費
電力を低減することが可能である。
【００３８】
　［第２実施形態］
　図４に本発明の第２実施形態に係る表示装置の構成を示す。第２実施形態に係る表示装
置１００ａは、照明装置１の液晶パネル３０側に半透過反射シート１７を設けた点が第１
実施形態の表示装置１００と異なるが、それ以外の点は同一である。よって、第１実施形
態の表示装置１００と同一の構成要素には同一の符号を付し、説明は省略する。
【００３９】
　図示のように、半透過反射シート１７は導光板１０と拡散シート１３との間に設けられ
る。半透過反射シート１７は受光した光のうち所定の割合を透過させ、残りを反射させる
性質を有する。よって、導光板１０から出射した光のうち所定の割合が光Ｌ３としてサブ
側の液晶パネル３０へ照射され、残りは光Ｌ４に示すように半透過反射シート４により反
射されてメイン側の液晶パネル２０へ照射される。半透過反射シート１７が無い状態では
、光源部１５から導光板１０へ入射した光はほぼ同一の割合でメイン側の液晶パネル２０
とサブ側の液晶パネル３０に照射される。しかし、半透過反射シート１７を設けることに
より、導光板１０からサブ側の液晶パネル３０方向へ出射した光の一部が半透過反射シー
ト１７により反射されてメイン側の液晶パネル２０へ照射される。これにより、同一の照
明装置１を用いて、メイン側の液晶パネル２０をより明るく照明することが可能となる。
但し、その分、サブ側の液晶パネル３０の明るさは低下することになる。
【００４０】
　上記以外の点は、第１実施形態と同様である。よって、第２実施形態の表示装置１００
ａにおいても照明装置１は図２に示す構成を有し、メイン表示モードとサブ表示モードの
切替に応じて４個のＬＥＤを選択的に点灯させることにより、低消費電力化が可能となる
。
【００４１】
　［照明装置の他の実施例］
　次に、照明装置１の他の実施例について説明する。図２に示す照明装置１は光源部１５
内に４個のＬＥＤ１６を備えている。そして、メイン表示モードでは４個のＬＥＤ１６を
全て点灯させてメイン側の液晶パネル２０を照明し、サブ表示モードでは中央よりの２個
のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃのみを点灯させてサブ側の液晶パネル３０を照明した。第１実
施形態及び第２実施形態のいずれにおいても、上述の照明装置１の代わりに、以下に示す
照明装置１ｂ～１ｄのいずれかを使用することが可能である。
【００４２】
　（他の実施例１）
　照明装置１の他の実施例を図５に示す。図５は照明装置１ａの平面図である。図示のよ
うに、この照明装置１ａは光源部１５内に３個のＬＥＤ１６ａ、１６ｂ及び１６ｄを備え
る。よって、メイン表示モードでは、３個のＬＥＤを全て点灯させてメイン側の液晶パネ
ル２０を照明する。一方、サブ表示モードでは、中央の１個のＬＥＤ１６ｂのみを点灯さ
せ、その光Ｌｂのみによりサブ側の液晶パネル３０を照明する。この実施例においても、
サブ表示モードでは２個のＬＥＤ１６ａ及び１６ｄを消灯させるので、低消費電力化が図
られる。
【００４３】
　なお、本実施例の照明装置１ａは、点灯の切替回路としては、図２の回路構成において
、ＬＥＤ１６ｃを除去すればよい。
【００４４】
　（他の実施例２）
　照明装置１のさらに他の例を図６に示す。図６は照明装置１ｂの平面図である。図示の
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ように、この照明装置１ｂは光源部１５内に２個のＬＥＤ１６ａ及び１６ｂを備える。
【００４５】
　具体的には、導光板１０の光源部１５側の端面の角部は、その角部と対角に位置する角
部とを結ぶ直線（対角線）に略直交するように、面取りが施され、面取り面１０ａ及び１
０ｂが形成されている。その面取り面１０ａ及び１０ｂと対向するように、それぞれＬＥ
Ｄ１６ａ及び１６ｂが配置されている。
【００４６】
　また、導光板１０の底面（図１における下側の面）には複数の円弧状の溝１０ｐ及び１
０ｑが形成されている。具体的には、ＬＥＤ１６ａを中心として同心円状に複数の円弧状
の溝１０ｐが形成されており、溝１０ｐを構成する２つの傾斜面のうち、ＬＥＤ１６ａ側
の傾斜面が、ＬＥＤ１６ａからの光を液晶パネル３０側に向かって反射する有効傾斜面と
なっている。同様に、ＬＥＤ１６ｂを中心として同心円状に複数の円弧状の溝１０ｑが形
成されており、溝１０ｑを構成する２つの傾斜面のうち、ＬＥＤ１６ｂ側の傾斜面が、Ｌ
ＥＤ１６ｂからの光を液晶パネル３０側に向かって反射する有効傾斜面となっている。
【００４７】
　メイン表示モードでは、２個のＬＥＤを両方とも点灯させてメイン側の液晶パネル２０
を照明する。一方、サブ表示モードでは、２個のＬＥＤ１６ａ及び１６ｂのうちいずれか
一項のみを点灯させ、その光のみによりサブ側の液晶パネル３０を照明する。この実施例
においても、サブ表示モードでは一方のＬＥＤを消灯させるので、低消費電力化が図られ
る。
【００４８】
　なお、サブ表示モードにおいて常に一方のＬＥＤのみを点灯させることとすると、その
ＬＥＤのみが消耗することとなるので、サブ表示モードにモード変更がなされる度に、前
回の異なる側のＬＥＤを点灯させることとしてもよい。つまり、１回目のサブ表示モード
ではＬＥＤ１６ａのみを点灯させ、２回目のサブ表示モードではＬＥＤ１６ｂのみを点灯
させ、３回目のサブ表示モードでは再びＬＥＤ１６ａのみをさせる、という具合に、点灯
させる側のＬＥＤを選択してもよい。
【００４９】
　本実施例の照明装置１ｂは、点灯の切替回路としては、２つのＬＥＤ１６ａと１６ｂの
一方又は両方に直列にスイッチを設け、２つのＬＥＤを点灯させる場合と一方のみを点灯
させる場合とを制御部５が切り替えるようにすればよい。
【００５０】
　（他の実施例３）
　照明装置のさらに他の実施例を図７に示す。図７は照明装置１ｃの平面図である。図示
のように、この照明装置１ｃは、図２に示す照明装置１に加えて、光源部１５と対向する
側に１つの補助光源１６ｅを設けている。補助光源としてのＬＥＤ１６ｅを設けることに
より、サブ表示モードにおけるサブ側の液晶パネル３０の明るさを増加させることができ
る。即ち、サブ表示モードとして、通常の明るさのサブ表示モード（以下、「通常サブ表
示モード」と呼ぶ。）と、通常よりも明るいサブ表示モード（以下、「高輝度サブ表示モ
ード」と呼ぶ。）を実現することができる。
【００５１】
　具体的には、メイン表示モードにおいては、４個のＬＥＤ１６ａ～１６ｄを点灯し、メ
イン側の液晶パネル２０を照明する。また、通常サブ表示モードでは、光源部１５内の２
個のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃを点灯し、サブ側の液晶表示パネルを照明する。そして、高
輝度サブ表示モードでは、図７に示すように、ＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃに加えて、補助光
源としてＬＥＤ１６ｅを点灯してサブ側の液晶パネル３０を照明する。これにより、高輝
度サブ表示モードでは、補助光源であるＬＥＤ１６ｅの分だけ、サブ側の液晶パネル３０
を明るくすることができる。
【００５２】
　よって、何らかの理由によりサブ表示モードを明るく表示したい場合に高輝度サブ表モ
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ードで表示を行うように携帯電話などの電子機器を構成することができる。例えば、折り
畳み式の携帯電話の開閉操作に応じて自動的にサブ表示モードが選択される場合は通常サ
ブ表示モードとして２個のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃでサブ側の液晶パネル３０を照明し、
ユーザが特定のボタンなどを操作して意識的にサブ表示モードを選択した場合には高輝度
サブ表示モードとして３個のＬＥＤ１６ｂ、１６ｃ及び１６ｅで明るい表示を行うことが
できる。
【００５３】
　また、上述の第２実施形態に本実施例による照明装置１ｃを搭載すれば、サブ表示モー
ドの表示を明るくすることが可能である。即ち、第２実施形態では、半透過反射シート１
７を設けることにより、メイン表示モードが明るくなる分、サブ表示モードが暗くなるが
、本実施例による照明装置１ｃを搭載し、高輝度サブ表示モードで表示を行うこととすれ
ば、その分の明るさを補うことが可能となる。
【００５４】
　なお、この実施例では、必要に応じてメイン表示モードにおいても補助光源であるＬＥ
Ｄ１６ｅを点灯させることとしても構わない。また、メイン表示モードではＬＥＤ１６ａ
～１６ｄを点灯し、サブ表示モードでは補助光源１６ｅのみを点灯させることとしてもよ
い。
【００５５】
　本実施例の照明装置１ｃは、点灯の切替回路としては、図３に示す回路構成において、
ＬＥＤ１６ｂと１６ｃの直列接続と、ＬＥＤ１６ａと１６ｄの直列接続との並列接続に対
して、さらにＬＥＤ１６ｅを並列接続し、制御部５によりＬＥＤ１６ｅの点灯を制御すれ
ばよい。
【００５６】
　［表示モード毎のＬＥＤ電流量の制御］
　次に、表示モード毎に各ＬＥＤに通電する電流量を変化させる制御について説明する。
各ＬＥＤの通電電流量を変化させる場合には、図３において破線で示す制御信号Ｓｃｖを
用いる。即ち、上記の各実施例において述べたように、制御部５は制御信号Ｓｃ１及びＳ
ｃ２によりスイッチＳＷ１及びＳＷ２を制御することに加え、電気特性の制御信号Ｓｃｖ
を電源Ｖｃｃに出力して電源Ｖｃｃの電圧を変化させることにより、各ＬＥＤの通電電流
量を変化させる。なお、このように制御部５が電源Ｖｃｃを制御することにより各ＬＥＤ
への通電電流量を制御する方法に代えて、制御部５とは全く別の指示系統により各ＬＥＤ
への通電電流量を制御する構成としてもよい。
【００５７】
　次に、メイン表示モードとサブ表示モードにおけるＬＥＤ１６の電流量制御について説
明する。図２に示す第１実施形態の照明装置１では、サブ表示モードにおいてＬＥＤ１６
ｂ及び１６ｃのみを点灯する。この場合のサブ側の液晶表示パネル３０の表面輝度は、全
てのＬＥＤ１６ａ～１６ｄを点灯した場合のサブ側の液晶表示パネル３０の輝度よりも低
くなる。これにより、サブ表示モードにおけるパネル表面輝度が不足する場合には、設計
上要求されるパネル表面輝度に応じてＬＥＤ１６ｂ及び１６ｄに通電する電流量を調整す
ることにより、サブ表示モードにおけるサブ側の液晶表示パネル３０の表面輝度を調整す
ることができる。
【００５８】
　図８（ａ）に、第１実施形態に係る表示装置１００の一例におけるパネル表面輝度の設
定例を示す。この例では、メインパネルに相当する液晶パネル３０のパネルサイズが２イ
ンチ、パネル透過率が８％であり、サブパネルに相当する液晶パネル２０のパネルサイズ
が１インチ、パネル透過率が５％である。また、点灯ＬＥＤ数は、図２に示すように、メ
イン表示モードではＬＥＤ１６ａ～１６ｄの計４個、サブ表示モードではＬＥＤ１６ｂ及
び１６ｃの計２個である。
【００５９】
　図８（ｂ）は、本例で用いた１つのＬＥＤに対する通電電流値と、ＬＥＤから得られる
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光度を示すグラフである（光度は、通電電流値が１５ｍＡのときの値で正規化してある）
。
【００６０】
　メイン表示モードにおいて、４個のＬＥＤ１６ａ～１６ｄ全てを１５ｍＡの電流を通電
して点灯させた場合、照明装置１の輝度は３３００ｃｄ／ｍ２であり、メインパネルであ
る液晶パネル２０のパネル表面輝度は２６４ｃｄ／ｍ２となる。
【００６１】
　これに対し、サブ表示モードにおいて、２個のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃを同様に１５ｍ
Ａの電流を通電して点灯させた場合、照明装置１の輝度は１２００ｃｄ／ｍ２となり、サ
ブパネルである液晶パネル３０のパネル表面輝度は６０ｃｄ／ｍ２となる。また、各ＬＥ
Ｄの電流値を増加させ、２個のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃを３０ｍＡの電流を通電して点灯
させた場合、照明装置１の輝度は２０４０ｃｄ／ｍ２となり、サブパネルである液晶パネ
ル３０のパネル表面輝度は１０２ｃｄ／ｍ２となる。さらに各ＬＥＤの電流値を増加させ
、２個のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃを１０５ｍＡの電流を通電して点灯させた場合、照明装
置１の輝度は５２８０ｃｄ／ｍ２となり、サブパネルである液晶パネル３０のパネル表面
輝度は２６４ｃｄ／ｍ２となる。
【００６２】
　これより、メイン表示モードにおける４個のＬＥＤ１６ａ～１６ｄへの通電量と、サブ
表示モードにおける２個のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃへの通電量を同じ１５ｍＡとした場合
、サブパネルのパネル表面輝度は６０ｃｄ／ｍ２となり、メイン表示モードと比べてかな
り暗くなる。これに対し、サブ表示モードにおける２個のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃへの通
電量を３０ｍＡに増加すると、サブパネルのパネル表面輝度は１０２ｃｄ／ｍ２となり、
メイン表示モードの１／２弱程度まで明るくすることができる。さらに、サブ表示モード
における２個のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃへの通電量を１０５ｍＡに増加すると、サブパネ
ルのパネル表面輝度は２６４ｃｄ／ｍ２となり、メイン表示モードと同等のパネル表面輝
度を得ることができる。
【００６３】
　実際の携帯電話などにおいては、サブ表示モードは補助的に用いられ、例えば時刻、バ
ッテリー残量マークなどの簡易な情報の表示が主であるため、メイン表示モードほどの高
いパネル表面輝度は要求されないことが多い。携帯電話用液晶パネルの要求輝度は、メイ
ン２５０ｃｄ／ｍ２、サブ１００ｃｄ／ｍ２が主流であり、上記の例では、サブ表示モー
ドにおける２個のＬＥＤ１６ｂ及び１６ｃへの通電量を３０ｍＡ程度に設定し、サブパネ
ルのパネル表面輝度をメイン表示モードの１／２弱程度とすることが現実的と考えられる
。
【００６４】
　このように、サブ表示モードにおいて点灯させるＬＥＤの数を減少させる場合には、サ
ブ表示モードにおいて設計上要求されるパネル表面輝度に応じて、ＬＥＤへの通電電流量
を制御することが好ましい。
【００６５】
　パネル表面輝度に影響を与える要因は様々存在するが、主たる要因として上記の照明装
置輝度及びパネル透過率を考慮した場合、
　　（パネル表面輝度）＝（照明装置輝度）×（パネル透過率）　　　　（１）
の関係が成立する。よって、この式を用いて、要求されるパネル表面輝度を得るために必
要なＬＥＤ電流値を算出すればよい。
【００６６】
　例えば、設計仕様において、サブ表示モードにおける要求パネル表面輝度が与えられて
いる場合、パネル透過率は既知であるので、式（１）に基づいて必要な照明装置輝度を算
出し、その照明装置輝度が得られるように、ＬＥＤ電流値を設定すればよい。
【００６７】
　また、設計仕様において、サブ表示モードにおける要求パネル表面輝度がメイン表示モ
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ードにおけるパネル表面輝度に対する比率（例えば、メイン表示モードの１／２など）と
与えられている場合には、式（１）に基づいてまずメイン表示モードにおけるパネル表面
輝度を算出し、それに上記比率を乗算してサブ表示モードにおける要求パネル表面輝度を
算出する。そして、再度式（１）を用いて必要な照明装置輝度を算出し、その照明装置輝
度が得られるように、ＬＥＤ電流値を設定すればよい。
【００６８】
　なお、ここでは、図２に示す照明装置１を使用する例に基づいて説明したが、これは図
７に示す照明装置１ｃを使用した表示装置１の通常サブ表示モードの場合にも同様に当て
はまる。また、図５に示す照明装置１ａを使用する場合には、サブ表示モードで点灯させ
るＬＥＤの数を１個として計算すればよい。
【００６９】
　［電子機器］
　次に、図９及び図１０を参照して、上記の表示装置１００又は１００ａを備えた電子機
器の実施形態について説明する。この実施形態の電子機器は、図９に示すように、液晶パ
ネル２０を制御する制御手段１１００と、液晶パネル３０を制御する制御手段１３００と
を有する。制御手段１１００及び１３００は、電子機器内に設置されたマイクロコンピュ
ータ等で構成される中央制御部１０００によって制御される。
【００７０】
　液晶パネル２０及び３０は、パネル上に実装され、或いは、パネルに対して配線部材を
介して接続されるなどした、半導体ＩＣ等で構成される駆動回路１１０Ｄ，１３０Ｄに接
続され、これらの駆動回路１１０Ｄ，１３０Ｄが上記制御手段１１００，１３００に接続
されている。制御手段１１００、１３００は、表示情報出力源１１１０、１３１０と、表
示処理回路１１２０，１３２０と、電源回路１１３０，１３３０と、タイミングジェネレ
ータ１１４０，１３４０とを有する。
【００７１】
　表示情報出力源１１１０、１３１０は、ＲＯＭ（Read Only Memory）やＲＡＭ（Random
 Access Memory）等からなるメモリと、磁気記録ディスクや光記録ディスク等からなるス
トレージユニットと、デジタル画像信号を同調出力する同調回路とを備え、タイミングジ
ェネレータ１１４０，１３４０によって生成された各種のクロック信号に基づいて、所定
フォーマットの画像信号等の形で表示情報を表示情報処理回路１１２０，１３２０に供給
するように構成されている。
【００７２】
　表示情報処理回路１１２０，１３２０は、シリアル－パラレル変換回路、増幅・反転回
路、ローテーション回路、ガンマ補正回路、クランプ回路等の周知の各種回路を備え、入
力した表示情報の処理を実行して、その画像情報をクロック信号ＣＬＫと共に駆動回路へ
供給する。駆動回路１１０Ｄ，１３０Ｄは、走査線駆動回路、データ線駆動回路及び検査
回路を含む。また、電源回路１１３０，１３３０は、上述の各構成要素にそれぞれ所定の
電圧を供給する。
【００７３】
　上記中央制御部１０００は、制御手段１１００，１３００の表示情報出力源１１１０、
１３１０に適宜に点灯／消灯指令や表示情報の元データなどを送出し、これに対応する表
示情報を表示情報出力源１１１０、１３１０に出力させ、制御手段１１００，１３００及
び駆動回路１１０Ｄ，１３０Ｄを介して液晶パネル２０及び３０に適宜の表示画像を表示
させる。また、中央制御部１０００は、上記光源部１５に対しても点灯や消灯などの制御
を行うように構成されている。
【００７４】
　図１０は、本発明に係る電子機器の一実施形態である携帯電話機２０００を示す。この
携帯電話機２０００は、各種操作ボタンが設けられマイクを内蔵した本体部２００１と、
表示画面やアンテナを備えスピーカを内蔵した表示部２００２とを有し、本体部２００１
と表示部２００２とが相互に折りたたみ自在に構成されている。表示部２００２内には上
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視認可能に構成され、また、外面上にはサブ側の液晶パネル３０の表示画面が視認可能に
構成されている。
【００７５】
　本実施形態では、図１０（ａ）に示すように本体部２００１から表示部２００２を開く
ことによって、上記中央制御部１０００からの指令によってメイン側の液晶パネル２０が
点灯し、所定の画像が表示される。また、図１０（ｂ）に示すように表示部２００２を本
体部２００１上に折りたたむことにより、メイン側の液晶パネル２０が消灯し、代わりに
サブ側の液晶パネル３０が点灯して所定の画像が表示されるように構成することができる
。
【００７６】
　なお、本発明の電気光学装置及び電子機器は、上述の図示例にのみ限定されるものでは
なく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
例えば、上記各実施形態では電気光学パネルとして液晶表示パネルを用いているが、本発
明の電気光学パネルとしては、有機エレクトロルミネッセンスパネル、プラズマディスプ
レイパネル、フィールドエミッションディスプレイなどの各種電気光学パネルを用いるこ
ともできる。また、上記の実施形態では、基本的にパッシブマトリクス型の液晶表示パネ
ルを図示しているが、本発明は、アクティブマトリクス型の液晶表示パネルも同様に用い
ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の第１実施形態に係る照明装置の概略構成を示す断面図である。
【図２】図１に示す照明装置の平面図である。
【図３】図１に示す照明装置の点灯制御回路例を示す。
【図４】本発明の第１実施形態に係る照明装置の概略構成を示す断面図である。
【図５】照明装置の他の例の平面図である。
【図６】照明装置の他の例の平面図である。
【図７】照明装置の他の例の平面図である。
【図８】各表示モードのＬＥＤ電流値の制御方法を説明するための図である。
【図９】電子機器の構成例を示すブロック図である。
【図１０】電子機器の一例である携帯電話の外観を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００７８】
　１　照明装置、　５　制御部、　１０　導光板、　１１、１３　拡散シート、　１２、
１４　プリズムシート、　１５　光源部、　１６　光源、　２０、３０　液晶パネル、
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